






はじめに  

ウィルソン・ミキィティ症候群は,極小未熟児に好発する慢性呼吸障害疾患である1)｡本症

の病因については諸説あるが確立したものはなかった。我々は,昭和 52年に本症の一例に

ついて臍帯血の免疫グロブリン M(IgM)が著しい高値(310mg/d1)であることを発見した｡以

後 8 年間に経験した本症例と子宮内感染症との関係を検討した結果,高度に有意の関係を

示す諸事実を得たので報告する。 


